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ライセンス簡易ガイド

アウトソーサーおよびサービス プロバイダ向けライセンスの概要
パッケージ製品 •プレインストール製品 •OEM •Open License • Select • Enterprise Agreement

マイクロソフトは、アウトソーサーおよびサービス プロバイダ (以下総称して、「アウトソーサー」といいます) に関し、自社使用と商用ソフトウェアサービスでの使用という異なる2 種類のソフトウェアライセンスの使用方法を提供します。自社使用ライセンスは、ハードウェアと共に提供される OEMライセンス（プレインストール ライセンス）、販売会社から提供されるパッケージ製品、およびマイクロソフト ボリューム ライセンス プログラム (オープン、セレクト、およびエンタープライズ アグリーメント (EA) で、以下総称して「VL」といいます) の各種類のライセンスとして提供されます。これらは、契約企業によるマイクロソフト ソフトウェアの自社使用のためのライセンスです。アウトソーサーは、これらの自社使用ライセンスを取得および使用して、アウトソーシングされた商用ソフトウェア サービスを顧客に提供することできません。Services Provider Licensing Agreement (SPLA) (http://www.microsoft.com/japan/partner/licensing/asp/ ) は商用ソフトウェア サービス向けの使用権を提供しますので、アウトソーサーはこれを使用することにより、Web ホスティング、アプリケーション インフラストラクチャ サービス、アプリケーション ホスティングなどの商用ソフトウェア サービスを顧客に提供できます。
顧客のニーズにあわせたライセンスの選択
サービス プロバイダはソフトウェアを利用する顧客の状況やニーズにあわせて、オープンライセンス、セレクト、エンタープライズアグリーメント等の「自社利用ライセンス」あるいはサービス プロバイダ ライセンスのどちらかを適用するライセンスとして選択することができます。

	シナリオ
	手順
	ライセンスの種類
	ライセンス所有者

	(1)既に自社使用ライセンスを取得した顧客に対し、アウトソーサーがシステムの保守・運用管理サービスを提供する。
	· 顧客は、取得しているライセンスを所有し続けます。

· アウトソーサーが、ソフトウェアライセンスを含め、顧客が利用するシステムの保守・運用管理サービスを提供します。
	自社使用 (OEM、パッケージ製品、または VL)
	顧客

	(2)顧客が新規に自社使用ライセンスを取得したうえで、アウトソーサーがシステムの保守・運用管理サービスを提供する。
	· 顧客は、新規に自社使用ライセンスを取得します。

· アウトソーサーが、ソフトウェアライセンスを含め、顧客が利用するシステムの保守・運用管理サービスを提供します。
	自社使用 (OEM、パッケージ製品、または VL)
	顧客

	(3)アウトソーサーが顧客の代理で新規にSelectまたはEAに基づき、ライセンスを取得したうえで、システムの保守・運用管理サービスを提供する。
	· アウトソーサーと顧客が、マイクロソフトとの間で、Select アウトソーサー加入契約または EA アウトソーサー加入契約を締結します。
· 契約期間中は、アウトソーサーが顧客の代理としてライセンスを取得します。
· 登録の期限が終了すると、ライセンスを顧客に譲渡しない限り、ライセンスが失効します。
	自社使用 (セレクトおよび EA による VL)
	アウトソーサー

	(4)アウトソーサーが顧客の代理でライセンスを取得し、システムの保守・運用管理サービスを提供する。
	· アウトソーサーがマイクロソフトとの間で SPLA を契約します。
· アウトソーサーが、関連するマイクロソフト ソフトウェアについて、非永続的な使用権限のサブライセンスを顧客に供与します。
· アウトソーサーが、顧客によるソフトウェアの使用状況をマイクロソフトに毎月レポートし、関連する月額ライセンス料を支払います。
	商用ソフトウェアサービス (SPLA)
	アウトソーサー


Q&A
質問 : マイクロソフト ソフトウェアがあらかじめインストールされたハードウェアをアウトソーサーが購入した場合、そのソフトウェアを使用して顧客にソフトウェア ホスティング サービスを提供できますか?

回答 :   いいえ。OEM 製品の使用許諾契約書(EULA) では、商用ホスティングは禁止されています。アウトソーサーは、マイクロソフト ソフトウェアがインストールされたハードウェアを購入し、そのソフトウェアを使用してソフトウェア ホスティング サービスを顧客に提供することはできません。しかし、マイクロソフト ソフトウェアがインストールされたハードウェアを顧客、または顧客の代理のアウトソーサーが購入した場合、アウトソーサーはそのハードウェアに対して管理およびサービスを提供できます。ハードウェアと共に提供されるマイクロソフト ソフトウェアとそのライセンスは、ハードウェアを譲渡する場合にのみ、その一部として譲渡できます。

質問 : アウトソーサーは、オープン ライセンス プログラムまたはパッケージ製品を通じてソフトウェア ライセンスを購入し、これらのライセンスを使用して顧客へのサービスとしてソフトウェアを提供できますか?

回答 :   いいえ。繰り返しになりますが、これらの種類のライセンスにおける顧客の使用権限は、自社使用に限られ、商用ホスティングは禁止されています。

質問 : アウトソーサーは、顧客がソフトウェア ライセンスを取得および管理するのをどのような方法で支援できますか?
回答 : アウトソーサーはシステムの保守・運用管理サービスを提供する場合、セレクトまたは EAのアウトソーサー加入契約に基づいてライセンスを取得するか、顧客がオープン ライセンス プログラムまたはパッケージ製品を通じて取得したライセンスを含めて、保守・運用管理サービスを提供します。
ホスティングされたソフトウェア サービスを提供する場合は、マイクロソフトとの間で Services Provider Licensing Agreement (SPLA) を契約する必要があります。

質問 : アウトソーサーと顧客間でライセンスを譲渡することはできますか?
回答 : ライセンスの種類ごとに、ライセンスの譲渡に関する規則が定められています。OEMライセンスは、そのソフトウェアが最初にインストールされていたハードウェアとともに譲渡する必要があります。パッケージ製品のライセンスは、販売パッケージに含まれていたすべてのものと共に譲渡する必要があります。オープン ライセンス、セレクトおよび EA でのライセンスの譲渡の詳細については、 http://www.microsoft.com/japan/info/license/brief/brief.asp  を参照してください。しかし、顧客がアウトソーサーにライセンスを譲渡した場合は、アウトソーサーはこれらのライセンスを使用してソフトウェア サービスを顧客に提供することはできません。これらのライセンスの使用は、ライセンスの所有者、つまり譲渡後の所有者であるアウトソーサーの社内使用に限られます。
メモ : このマイクロソフト  ボリューム ライセンスの概要は、一般的な情報のみを提供するものです。各マイクロソフト ソフトウェアの使用条件と制限については、関連するソフトウェア ライセンス契約を参照してください。
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